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島高だより 

平成 24 年 10 月号 
(通巻第 79 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

校長校長校長校長    北浦剛資北浦剛資北浦剛資北浦剛資    

１日（木） 開校記念日 

大学別オープン模試(3 年) 
ハイレベル模試（1 年） 

３日（土） 大学別オープン模試（3 年～11/4） 
５日（月） 授業公開（～11/8） 

体育部活動生支援学習会(～11/7) 
中学校保護者対象入試説明会(有家) 

６日（火） ＰＴＡ評議員会・専門委員会 

中学校保護者対象入試説明会(本校) 

県高校駅伝  
９日（金） 県英語教育研究大会（本校） 

１０日（土） 県新人戦（体操 ～11/11） 

進研センタープレ(3 年～11/11） 

１２日（月） あいさつ運動（～11/16） 

学校評価（保護者配布） 

１６日（金） 人生の達人セミナー 

１７日（土） 県新人戦（剣道、レスリング、 卓球～11/18）  
大学別オープン模試（～11/18） 

１９日（月） 期末考査時間割発表（1・2 年） 

学校評価締切（保護者分）  

２０日（火） 学校体育研究大会（授業公開） 

２３日（金） 島Ｐ連秋季研修会（南風楼） 

全統センタープレ(3 年～11/24) 
土曜講座（1・2 年） 

２６日（月） 期末考査（1・2 年～11/29） 

３０日（金） 修学旅行結団式（2 年） 

11111111月月月月のののの主主主主なななな行事予定行事予定行事予定行事予定    

校長随想 湧水抄 

全体会のテーマ「新課程における大学入試について」 

は、これから決定する事項もあります。適宜、情報提供していきますのでご不明

な点は遠慮なくお尋ねください。欠席をされた保護者の皆様には、お子様を通じて当日の資料を配

付しておりますので、ご覧になってください。お子様の学校生活が実り多きものとなりますように

指導して参りますので、今後ともご理解とご協力をお願いします。 

 

９月 21 日(金)に進路講演会と学年ＰＴＡを行いまし

た。お忙しい中、約６割(140 名)の保護者の皆様に出席していただき、大変感 

謝しております。進路講演会後の学年 PTA では、短時間ではありましたが学年の近況報告、入試

に向けて、修学旅行などについて説明することができました。生徒も１２月に実施される修学旅行

をとても楽しみにしています。生徒たちにとって『実りの秋』となるようにしっかり指導していき

たいと思いますので、今後ともご理解とご協力をお願いいたします。 

 

今年度も２学年の生徒・保護者を対象とした「進路講演会」

を９月２１日（金）に開催しました。 

 カレッジオブビジネスの横山正裕先生を講師として迎え、『目標達成に向けて今なすべきこと』

という演題で「現在、社会がどのような人材を求めているのか？ そのために今、何をすべきな

のか？」 という内容で話をしていただきました。横山先生はユーモアを交えながら、具体的な体

験を元に話してくださいました。横山先生にとっては今回が実に１０回目となる講演でしたが、

「生徒たちの真剣な態度に、ついついしゃべりすぎました」と予定の時間をかなりオーバーする

ほど熱のこもった講演でした。 

 生徒の感想文には、「過去には感謝、現在には信頼、未来には希望を心がけたい」「覚悟を決

めた。残りの高校生活でこれだけはやると決めたことは必ずやり通す」「自分に足りないもの、

これからの生活に必要なもの、それらをどうやって身につけるかをたくさん学べた」などの前向

きなものが多く見られ、今後の学校生活に大いに活かしてくれそうです。 

平日の午後からにも関わらず多数［147 名（56％）］ 

の保護者の方々に参加していただき、本当に有り難うござい 

ました。学年の現況報告（学年主任）や受験に向けて（進路指導主事）を中心 

に、今後の学校生活のあり方などの話ができました。6 月以降、学習・各種 

行事などにおいて順調な学校生活を続けている 65 回生です。ｾﾝﾀｰ試験まで 

100 日を切り、いよいよ学年一致団結して受験に臨む時期となりました。ます 

ますの成長を期待し、指導していきたいと思います。今後とも、ご理解、ご協力をお願いします。 

 

３３３３学年学年学年学年主任主任主任主任    吉田吉田吉田吉田    英雄英雄英雄英雄    

２２２２学年主任学年主任学年主任学年主任    島田島田島田島田    朋成朋成朋成朋成

１１１１学年主任学年主任学年主任学年主任    増田増田増田増田    裕和裕和裕和裕和    

少年男子フリースタイル８４㎏級 

  第第第第２２２２位位位位 佐藤 聖翔  

少年男子グレコローマンスタイル７４㎏級   

第第第第２２２２位位位位 松坂 誠應  

少年男子グレコローマンスタイル６０㎏級 

第第第第５５５５位位位位 永石 洸   

選手コメント 

松坂松坂松坂松坂    誠應誠應誠應誠應        

 国体は、高校生活最後の大会だったので、優勝をねらってい
ましたが、負けてしまいました。準優勝でしたが、まだこの結
果には満足できないので、今後は目標の一つである「全国一位」
になれるよう、努力を続けていきたいと思います。応援、あり
がとうございました。 
佐藤佐藤佐藤佐藤    聖翔聖翔聖翔聖翔        

    インターハイでは２位だったので、国体では絶対に優勝する
つもりで試合に臨みましたが、勝つことができませんでした。
しかし、高校生活最後の試合で、自分の思い通りの戦いができ、
このような結果が出せたので良かったです。 
応援ありがとうございました。 

   島高生の「Ｓ」は「Ｓcience」のＳ。物事の本質を見抜く「洞察力」が大切だ。 

            ■■■■「「「「海海海海はははは広広広広いないないないな大大大大きいなきいなきいなきいな～～～～♪♪♪♪」」」」発見発見発見発見 

    童謡「海は広いな／大きいな／月がのぼるし／日が沈む」は、誰しも一度は歌っ

たことがあると思う。幼い頃の私は、この歌詞のせいで、月は西から昇るのだと勘違いし

てしまった。まだ夜出歩くことが少なく月の出を確認したことがなかったのだと思うが、

日が西の山に沈むのは日常の光景で、島原では東側にある海から日が昇っても、西側に海

があれば日は海に沈むし月も昇るのだと。結局今考えると、事柄を並列する際に用いる接

続助詞の「(～する)し、」に惑わされたわけだ。 

 後年になって、はっと気がついた、これは陸地からではなく海の真ん中で作った歌だと。

広い海原に浮かびながら、東を見れば月が昇るし、振り返って西を見れば海に日が沈むの

だと。そうすれば、２番「ゆれてどこまで続くやら」、３番「行ってみたいなよその国」

も合点がいくというものだ。  
■■■■「「「「情情情情けはけはけはけは人人人人のためならずのためならずのためならずのためならず」」」」再考再考再考再考 

 誤解しやすい諺がある。小見出しの言葉は、「人に情けをかけて助けてやることは結局

はその人のためにならない」という意味に解されることが多い。本来の意味は「人に情け

をかけておくと、巡り巡って結局は自分のためになる」というものだが、以前からこれが

気になっていた。何だか打算的で違和感を覚えたからだ。６年前の夏、８０を超える義母

が入院・手術することになり、何度も県外の病院まで往復し、手術にも立ち会った。幸い

手術は成功し危機を脱したが、その時ふと「満たされた自分」を感じた。正直言って、見

舞いのために時間的・経済的・精神的な負担が大きかったが、それを果たすことによって

心に大きな満足感が得られ、さらに相手に喜んでもらえることでさらに心が満たされると

いう貴重な体験をした。つまり、「情け」をかけることにより結局は自分が幸福になると

いう仕組みは、もちろん打算などではなく、純粋な心の営みであったのだ。 

 

わかってるよわかってるよわかってるよわかってるようでうでうでうで、、、、わかってないわかってないわかってないわかってない    
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１０月１２日（金）、保護者の方２５名と PTA 研修旅行に行ってきま

した。九州大学伊都キャンパスと中村学園大学の見学、さらに太宰府で

の参拝を含め、日帰りで参加してきました。 

 各大学では、学校の特色や学部学科の紹介 DVD を見せて頂き、九州

大学では校舎移転の様子や学内の様子について、キャンパス内をバスで

移動しながら説明をお聞きしました。また、中村学園大学では、実習の

様子を見学したり、親としての心構えや子供に対する進路についての声

かけの仕方などお聞きすることができ、保護者の方々は大きくうなずき

ながら聞き入っておられました。 

 実際に大学へ出向き、自分の目で見て感じることで、新たな発見や知

識が増え、とても充実した研修となりました。 

 

 

＜昨年度との比較＞                                   
（１）生徒：全体的には、昨年度より上昇傾向。ただし、マナー・服装指導、わかりやす

い授業、施設設備の充実の３項目が顕著な下降。 

（２）保護者・・全体的にやや下降傾向。その中で、ボランティア活動の奨励の項目が顕

著な下降。       

＜評価が低い項目（８０％未満）＞ 

（１）生徒：教師が親身［79％］(1.8 増)、わかりやすい授業［78％］(2.2 減)、施設設備

［79％］(2.9 減)、計画的な家庭学習［70％］(0.7 増)、ボランティア活動。

［63％］（１．４減）、 

           節電や節水［74％］(1.3 減)、明確な進路目標［73％］(0.8 増)、 

       家庭学習時間１日３時間（３年生は４時間）以上。［47％］(1.5 増) 

（２）保護者：学校が健康状態を把握、配慮。［７７％］（２．１減）、教師が親身。  
［７６％］（０．２増） 

 

＜生徒と保護者で評価の差が大きい項目＞ 

   →・「学習指導の熱意、文武両道、施設・設備の充実、ボランティア」の項目は、保

護者が高い評価。 

 

以上ですが、これらの結果を踏まえまして、各分掌・学年等で細かく分析し、今後の改善

策等の話し合いを８月に持ち、学校全体としてよりよい教育を目指しているところです。

今年度２回目（後期）のアンケートを１１／１２（月）に実施しようと思いますので、今

後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。 

進路指導部進路指導部進路指導部進路指導部    池島池島池島池島    美奈子美奈子美奈子美奈子    

○学校評価のアンケートにつきましては、ご協力ありがとうございます。今年度前期（７

月実施）分の結果について遅くなりましたがご報告いたします。すべての結果につきまし

ては、ホームページに掲載していますのでそちらをご覧下さい。ここでは、今回の結果に

ついて例年と比較しての特徴等をあげてみます。 

※評価は４段階法［４：よくあてはまる、３：あてはまる、２：あまりあてはまらない、      

１：まったくあてはまらない］で実施し、その４・３の割合を％表示しています。また、

（ ）の数値は、昨年度同時期との比較を示しています。 

１０月５日（金）、理数科１学年が地学講座ＳＰＰで普賢岳登山

をしました。今回の登山は５月に開通した新しい登山道を行くコー

スでした。 

 天気は快晴で、仁田峠第二展望台では、めったに見られないとい

う「桜島の噴煙」を運良く見ることができました。 

 実際に登山道を行くことで、「植生の特徴」や「島原半島の成り

立ち」、「地形の特徴」などを学習することができ、「立岩の峰」

では溶岩ドームを間近に、生徒は驚きを隠せない様子でした。 

また、山頂からは野母崎半島、多良岳、佐賀平野、さらには福岡

平野まで見渡すことができました。 

今回の研修はひらけた眺望がとても印象深いもので、生徒の心に

残る有意義なものになったと思います。 

 

理科主任理科主任理科主任理科主任    松本松本松本松本    優一優一優一優一    

九 州 大 学 

太宰府天満宮 

 

音楽、演劇、古典芸能等の優れた芸術作品に触れ、豊かな文化的感性を養うことを目的に、毎年行われ

ている芸術鑑賞会。今回は、長崎市出身の劇作家、演出家の福田修志さんが代表を務める｢F's Company｣

を迎え演劇鑑賞を行いました。 
  
  【出演者】 田中 俊亮   篠崎 雅 
         飯島 亮子   宮本 未貴 
         荒木 智也   大河内 聡輔 
         末永 都     松本 恵   田中がん 
                                  
 今回公演していただいた『マチクイの詩』は福田修志さんのお祖母さんの被爆体験をモチーフにした作品で

した。「原爆」を語り継ぐ被爆者が年々少なくなる中「若い年代の僕らが演劇として伝えることができないか？」

という想いで作り始めた作品ということもあり、感動したという感想が多く聞かれました。本物の演劇を見ること

ができ、普段得ることができない刺激と感動を覚えたようです。芸術の秋にふさわしい一日となりました。 

すごいすごいすごいすごい景色景色景色景色だなぁだなぁだなぁだなぁ～～～～    

どんどん引き込まれる演技力!! 

・日 時 平成２４年１１月１６日（金）１３：３０～１５：００ 

    （詳細は案内プリントを配布しますのでご確認ください） 

・場 所 本校体育館３階アリーナ 

・演 題 「夢の実現と後輩達へのメッセージ（仮）」 

・講演者 松島 加代子（まつしま・かよこ）先生 

     本校第４９回生。平成８年３月卒。 

     長崎大学病院消化器内科助教。同医療教育開発センター後期臨床研修 

     （医師育成キャリア支援室）副室長 

     

 医療の最前線で活躍されている先生に、夢の実現にむけて努力することの大切さや社会貢献

に関するお話をしていただく予定です。多くの保護者の皆様のご参加をお待ちしております。 


